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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
満
ち

た
初
春
を
迎
え
、
心
よ
り
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
里
村
が
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
ビ
ッ
タ
プ
ロ
ジ
ェ
タ

ト
が
順
調
に
進
捗
し
、
村
民
の

皆
様
の
暖
か
い
御
理
解
と
絶
大

な
御
協
力
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
平
成
五
年
十
二
月
、
二

期
目
の
村
長
に
就
任
以
来
、
ニ

カ
年
の
折
り
返
し
点
を
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
各
方
面
か

ら
格
段
の
御
指
導
と
御
支
援
を

賜
り
、
微
力
な
が
ら
活
力
あ
る

村
づ
く
り
に
全
力
投
球
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

　中里村長

山本茂穂

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
戦
後
五
十
年
の
節
目

の
年
で
し
た
が
、
阪
神
大
震
災

や
オ
ウ
ム
教
事
件
と
い
っ
た
大

事
件
で
は
じ
ま
り
、
世
界
中
の

反
対
の
中
で
強
行
さ
れ
た
フ
ラ

ン
ス
の
核
実
験
、
冷
戦
後
の
保

安
体
制
が
と
わ
れ
る
沖
縄
の
米

軍
基
地
問
題
、
新
食
糧
法
の
施

行
な
ど
数
々
の
出
来
事
が
あ
り
．

ま
し
た
。

　
ま
た
、
依
然
と
続
く
景
気
の

低
迷
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド

農
業
対
策
等
に
大
型
の
公
共
的

投
資
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す

が
、
政
治
経
済
は
渾
沌
と
し
た

状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
年
こ
そ

は
景
気
の
浮
揚
と
政
治
の
安
定

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
昨
年

は
、
天
候
不
順
で
豊
作
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
が
、
今
年
こ
そ
は

最
良
の
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
り

な
が
ら
、
主
要
な
事
業
に
つ
い

て
、
二
、
三
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
先
ず
、
待
望
の
宮
中
島
温
泉

は
、
い
よ
い
よ
七
月
中
旬
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
多
数
の
応
募
の

中
か
ら
選
定
さ
れ
た
ネ
ー
ミ
ン

グ
は
、
“
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
”
に

決
ま
り
ま
し
た
。
東
京
電
力
を

は
じ
め
、
金
融
機
関
及
び
地
元

の
皆
様
に
よ
る
三
セ
タ
株
式
会

社
“
な
か
さ
と
”
を
設
立
、
運

営
し
ま
す
。
ド
ー
ム
型
の
バ
ー

デ
i
棟
、
露
天
風
呂
併
設
の
浴

室
棟
、
休
憩
室
、
食
堂
、
宿
泊

部
門
の
本
館
棟
が
、
信
濃
川
河

畔
に
堂
々
と
し
た
姿
を
現
わ
し

て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
の
暁
に

は
、
村
内
外
の
皆
様
か
ら
気
軽

に
楽
し
く
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
四
年
に
着
工
し
た
清
津

峡
ト
ン
ネ
ル
は
、
昨
秋
か
ら
覆

工
工
事
に
か
か
り
、
今
年
は
照
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明
、
放
送
設
備
な
ど
安
全
施
設

を
整
備
し
、
十
月
の
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
に
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

落
石
事
故
発
生
以
来
、
閉
鎖
さ

れ
て
い
る
清
津
峡
が
再
び
観
光

名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
、
村
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
“
雪
と
緑
の
ふ
る
さ
と
、
マ

イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
”
の

重
点
整
備
地
区
の
当
間
山
麓
開

発
は
、
国
有
林
の
清
津
ス
キ
ー

場
第
一
期
エ
事
が
着
々
と
進
ん

で
お
り
、
平
成
九
年
の
シ
ー
ズ

ン
に
は
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

　
一
日
も
早
い
開
通
が
待
た
れ

る
清
津
大
橋
の
工
事
は
、
順
調

に
進
捗
し
、
い
よ
い
よ
今
秋
十

月
に
は
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

津
南
町
は
も
と
よ
り
、
北
信
地

方
が
ぐ
ん
と
近
く
な
り
ま
す
。

国
道
一
一
七
号
線
は
往
古
よ
り

妻
有
の
大
動
脈
で
す
が
、
村
内

の
拡
幅
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

沿
道
の
皆
様
方
の
特
段
の
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
潤
い
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
二

十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
発
展
す

〃
／

＼
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、

る
村
づ
く
り
、
人
と
自
然
が
共

存
し
、
心
の
豊
か
さ
と
ふ
れ
あ

い
に
満
ち
、
農
業
と
観
光
に
展

望
の
ひ
ら
け
る
村
づ
く
り
に
向

け
、
決
意
新
た
に
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
議
会
は
じ
め
、
村
民
の
皆

様
の
倍
旧
の
御
指
導
と
御
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

全国「なか｛ヤと」

　　　　　町村長より新春のあいさつ

中里町

青
森

塚
本
町
長

青森市

青森県、

新年おめでとうございます。

私は、青森県中里町長の塚本です。昨年7月、当町に貴村の山本村長、齋喜

村議会議長をはじめ群馬県中里村、沖縄県仲里村の各村長、村議会議長、課長

の皆さんが来町され「全国なかさと会」設立総会を開催し、初代会長に貴村の

山本村長を選任、事業計画を承認し、町村相互の交流を図り、親睦を深めるこ

とに決定しました。今年は、交流前進のために、更に努力しますので、よろし

くお願い申し上げます。

さて、貴村と当町間では、8年前に課長間の交流、また両町村民の結婚の縁

　　　組み、平成4年9月には、当町課長、商工会役員等が貴村の「ユ

十和田湖

一モール」を視察、昨年3月には「ヴィ・リゾート中里雪原カ

ーニバル」に当町下山助役が、私の友人で津軽三味線演奏者福

士豊勝一行と参上しております。また、私も昨年9月、村政施

行40周年記念式典に参列させて頂き、貴村のすばらしい発展に

目を見張り、助役共々敬服しております。

当町は、津軽平野の北部に位置し、風と地吹雪が激しい山林

と水田の町です。野菜の生産が進んできましたが、林檎は生産

　　されません。また銘柄米のない四種米地帯で、これか

　　らの販売対策や19％を超す高齢者の福祉対策、高度化

　　する居住環境の整備、過疎対策等課題は山積みしてい

　　ます。こうした環境下に文化複合施設の建設、統合小

　　学校建設、農業集落排水事業、大型ほ場整備、中山間

　　地域総合整備、広域基幹林道整備、スポーツ振興等各

　　事業を進めています。終わりに貴村の益々のご発展を

　　お祈り申し上げます。

　　　　　　　青森県中里町長　塚本恭一

3 広報な：かさと　　　平成8年1月10日



群
馬

小
林
村
長

群馬県

前橋市

市崎古同

中里村

　全国のなかさとの皆様と共に、1996年の新春を迎えられましたこと

は、誠に喜ばしい限りでございます。

　昨年は、同名町村との意義ある交流ができ感銘深い年でありました。

　関東平野の北端、群馬県の南西部、標高425メートルに位置します当

村は、面積約52平方キロメートル、人口1，100人の群馬県で一番人口の

少ない山問の過疎の村です。村の中央を神流川（かんながわ）の清流

が貫き、そこには鮎や山女魚が泳ぎ、シーズンには釣り人などで賑わ

　　　　　　います。また、十年前には、全国で初めての「恐竜の

　　　　　　足跡」が発見され、その後、「恐竜王国」を名のり、村

　　　　　　起こしに懸命になっております。今年はモンゴル国よ

　　　　　　り、世界的にも貴重な「恐竜の化石」ーをお借りし、恐

　　　　　　竜化石展を計画しておりますので、是非、一度群馬県

　　　　　　の中里村に遊びに来てくださるようお願いいたします。

　　　　　　海のない県、米の収穫の全く無い村の住民として皆

　　　　　　様の地域に魅力を感じております。是非とも、実のあ

　　　　　　る永い交流をお願いいたし、本年が「なかさと」の皆

　　　　　　様にとって、楽しくて、飛躍発展の年でありますよう

　　　　　　ご祈念申し上げ新年の挨拶といたします。

　　　　　　　　　　　　　　群馬県中里村長小林一夫

沖
縄

平
罠
村
長

　那覇市
3『b　・

ノ
。

　全国なかさとの皆様、新年あけましておめでとうございます。

　平成8年の輝かしい新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げま

す。本村は、沖縄本当那覇市の西方100キロの東シナ海に位置する、久

米島の北東部にあり、面積は島の3分の2、37．73平方キロメートルで

人口は5，265人の離島村です。

　産業は、サトウキビ作を中心とした農業が主でずが、近年は豊かな

自然を生かした観光リゾート産業や、車エビ養殖、施設野菜、花キ栽

培にも力をいれています。

　　　　　久米島は安らぎと人情があり、豊かな文化ある島でその

　　　　魅力をより多くの人たちに知っていただくため、本村では

　　　　文化薫る村づくりの中核となる文化協会が、昨年設立され

　　　　ました。さらに、昨年結成した「全国なかさと会」や新潟

　　　　県中里村との児童生徒の交流事業等の地域間交流事業につ

　　　　いても昨年向様、積極的な推進を図っております。

　o

沖縄県

　本年は、当村において、全国なかさと職員交流研修会が

予定されておりますので、南国の久米島で研修を行ってほ

しいと思います。また、全国のなかさとの多くの皆様が本

村へ、おいでくださることをお待ちいたします。

　最後に、「なかさと」の皆様のご健勝とご多幸を祈念申し

上げ、ご挨拶と致します。

　　　　　　　　　沖縄県仲里村長　平良曽清
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雛
騰
輔
鰹
糠
糞
軽
籍
劫
戦
磁

鰯
そ
の
他
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
請
願
一
件
・
陳
情
二
件
が
審
議
さ
れ
、
請
願
、
陳
情
と
も
採
択

辮
さ
れ
ま
し
た

A
議
員

　
平
成
8
年
度
予
算
の
概
要
と
今
後

の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

一
、
一
般
会
計

　
民
生
費
に
つ
い
て
、
平
成
9
年
度

に
欝
画
さ
れ
て
恥
る
特
養
施
設
の
設

計
費
、
用
地
費
等
が
8
年
度
に
計
上

さ
れ
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
医
療

施
設
建
設
整
備
費
補
助
金
に
つ
い
て

8
隼
度
も
計
上
さ
れ
る
の
か
．

　
農
林
水
産
費
で
す
が
中
山
間
地
地

域
農
村
溝
性
化
総
合
整
備
事
業
は
、

8
年
度
に
事
業
費
が
計
上
さ
れ
る
の

か
ど
う
か
。
当
初
、
総
額
で
二
〇
億

嶽
恥
し
二
五
億
の
予
算
の
中
で
行
う

と
闘
騨
て
鱒
ま
す
が
、
そ
の
予
算
が

得
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
集

落
漆
ら
原
材
料
の
要
望
も
多
い
と
思

う
溺
8
年
度
は
今
年
以
上
の
予
算
を

計
上
で
き
る
か
．

　
8
年
度
憩
月
完
成
予
定
の
溝
津
峡

渓
谷
歩
道
ト
ン
ネ
ル
は
、
当
初
計
画

ど
お
り
の
予
算
で
出
来
る
の
か
。
ま

た
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
流
失
し
て
い
る

温
泉
を
ど
の
様
に
計
画
を
さ
れ
て
い

る
の
か
．

　
土
木
費
に
つ
い
て
、
倉
下
土
倉
線
、

千
溝
市
之
越
線
、
村
単
独
の
村
道
改

良
が
ど
の
程
度
計
画
さ
れ
て
い
る
の

瀞
．

－
掘
羅

　
　
　
．
、
－

　
教
育
費
に
つ
い
て
本
年
度
、
地
質

調
査
、
基
本
設
計
が
行
わ
れ
る
こ
と

で
予
算
を
計
上
し
て
い
る
貝
野
小
学

校
体
育
館
の
8
年
度
建
設
予
定
の
予

算
計
上
は
ど
う
か
、
ま
た
、
8
年
3

月
に
閉
校
と
な
る
土
倉
分
校
の
利
用

計
面
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
、

　
公
債
費
率
に
つ
い
て
6
年
度
末
、

三
六
億
五
一
六
万
二
千
円
、
7
年
度

末
、
四
八
億
一
二
二
八
万
円
の
数
字

が
出
て
お
り
ま
す
が
8
年
度
末
は
六

〇
億
の
数
字
溺
出
て
く
る
と
思
わ
れ

る
が
健
全
財
政
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
、

二
、
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
現
在

の
国
保
財
調
基
金
の
残
高
が
適
正
と

思
う
か
ど
う
か
。
ま
た
、
倉
俣
診
療

所
に
8
年
度
、
専
属
の
医
師
が
確
保

で
き
る
の
か
ど
う
か
。

　
簡
易
水
道
で
す
が
今
回
、
2
千
万

を
超
え
る
減
額
補
正
が
あ
る
が
8
年

度
予
算
が
本
年
度
当
初
予
算
を
上
回

る
の
か
ど
う
か
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
、
処
理
場
建
設

が
順
調
に
進
み
墓
本
協
定
額
を
下
回

る
見
込
に
嶽
る
と
思
う
が
伺
い
た
い
。

　
次
に
8
年
度
は
溝
津
峡
渓
谷
歩
道

ト
ン
ネ
ル
、
宮
中
島
温
泉
、
下
水
道

処
理
場
に
伴
う
一
部
供
周
開
始
の
年

響
あ
り
ま
す
輝
今
後
の
財
政
見
通
し

に
つ
樋
て
伺
い
た
い
。

村
長
　
平
成
8
年
度
の
予
算
編
成
の
概
要

と
今
後
の
財
政
に
つ
い
て
現
在
8
年

度
の
予
算
の
編
成
中
で
す
。
検
討
事

項
を
色
々
つ
め
て
い
ま
す
の
で
数
字
，

的
な
こ
と
、
予
算
額
に
つ
い
て
は
提

示
で
き
な
い
の
で
ご
了
解
願
い
た
い
。

　
平
成
9
年
に
特
養
施
設
の
建
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
8
年
度
の
予
算

と
し
て
は
調
査
・
設
計
費
が
必
要
と

で
す
し
、
用
地
費
が
の
っ
て
き
ま
す
。

、
用
地
の
買
収
費
に
つ
い
て
は
土
地
開

発
基
金
を
運
用
す
る
予
定
で
す
。

　
医
療
施
設
建
設
整
備
費
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
上
村
病
院
に
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。
約
束
が
8
年
度
ま
で

と
な
っ
て
い
る
の
で
計
上
し
ま
す
。

そ
れ
以
後
の
こ
と
は
検
討
を
要
す
る
。

　
農
村
活
性
化
総
合
整
備
事
業
の
こ

と
で
す
が
、
事
業
費
は
十
五
億
円
程

度
の
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
認

定
さ
れ
る
と
調
査
設
計
が
必
要
と
な

る
の
で
8
年
度
に
こ
れ
を
計
上
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、
当

初
十
八
億
円
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
法
的
な
改
正
等
が
あ
り
、
安
全

に
工
事
を
進
め
る
た
め
工
事
費
の
増

額
に
な
っ
て
き
た
。
最
終
的
に
は
一

億
強
の
オ
ー
バ
ー
に
な
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
温
泉
の
湧
出
に
つ
い

　
て
は
、
今
後
ど
の
様
な
形
に
す
る
か

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
村
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
用
地

先
行
型
で
進
め
て
い
ま
す
。
継
続
的

な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
を
完

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、

部
分
改
良
も
あ
り
ま
す
の
で
で
き
る

だ
け
地
域
の
要
望
に
従
っ
て
や
っ
て

い
き
た
い
。
原
材
料
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
8
年
度
の
申
請
が
出
て
き
た

段
階
で
精
査
し
て
そ
れ
な
り
の
処
置

を
行
い
た
い
。

　
貝
野
小
学
校
の
屋
体
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
盤
が
悪
い
よ
う
で
基

礎
工
事
に
費
用
が
か
か
り
、
当
初
予

定
し
て
い
た
事
業
費
よ
り
多
く
な
る

見
込
と
な
り
ま
す
。

　
公
債
費
に
つ
い
て
、
今
年
は
十
二

億
計
画
さ
れ
て
い
る
が
比
率
に
つ
い

て
は
一
応
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
こ

の
基
準
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
抑
え

ま
す
が
基
金
の
取
り
崩
し
等
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
特
別
会
計
で
国
保
の
財
調
基

金
で
す
が
医
療
費
の
3
カ
月
か
ら
5

カ
月
が
基
金
の
理
想
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
村
は
若
干
低
い
が
概
ね
適
当
と

み
て
い
ま
す
。
倉
俣
診
療
所
の
医
師

の
問
題
で
す
が
現
在
、
特
定
な
先
生

に
交
渉
中
で
す
。

　
簡
易
水
道
に
つ
い
て
金
額
的
に
は

本
年
度
当
初
二
億
八
千
万
で
す
が
補

正
で
三
億
七
千
万
程
に
な
り
ま
し
た
。

8
年
度
当
初
も
二
億
八
千
万
程
度
で

進
め
て
い
る
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
国
県
の

は
か
ら
い
が
あ
り
補
正
で
事
業
が
進
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捗
し
て
い
る
。
処
理
場
の
整
備
も
概

ね
完
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
基
本

協
定
で
二
四
億
一
六
〇
〇
万
の
数
字

で
す
が
無
駄
を
省
き
な
が
ら
や
っ
て

き
ま
し
た
の
で
数
億
円
の
減
額
と
い

う
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
。
確
定

次
第
、
審
議
を
賜
り
ま
す
。

　
な
お
、
財
政
的
な
見
通
し
に
つ
い

て
は
村
税
、
地
方
交
付
税
の
伸
び
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
の
で
基
金
の
取
り

崩
し
と
起
債
に
頼
る
こ
と
に
な
る
が

無
駄
を
は
ぶ
き
健
全
財
政
を
保
っ
て

い
き
た
い
。

　
土
倉
分
校
の
利
用
に
つ
い
て
は
教

育
長
よ
り

教
育
長

　
3
月
31
日
で
本
校
に
統
合
し
ま
す

の
で
当
分
の
間
は
教
育
委
員
会
で
保

薩

全
し
て
い
く
。
今
後
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
今
考
え
て
い
ま
す
が
具
体
的

に
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
る
段
階
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
部
落
で
も
利
用
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
時
間
を
か
け
て
利
用

計
画
を
立
て
た
い
。

B
議
員

　
人
口
の
増
加
対
策
に
つ
嶺
て

一
、
定
住
人
口
の
増
加
対
策
と
し
て
、

優
良
な
住
宅
地
を
提
供
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
提
書
し
ま
す
．
・
こ
紅
鷹
つ

い
て
村
に
具
体
的
嶽
計
画
が
あ
薦
ば

そ
の
計
画
、
無
け
れ
ば
構
想
展
望
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
行
政
指
導
か
、
第
3

セ
ク
タ
ー
か
、
民
間
に
だ
け
に
蓑
か

せ
る
の
か
伺
い
た
い
。

二
、
流
通
人
口
の
対
策
に
つ
い
て
、

合
宿
所
、
研
修
所
沸
研
修
セ
ン
タ
ー

等
の
誘
致
、
ま
た
、
生
活
民
具
や
文

化
を
輔
同
に
集
め
た
地
域
文
化
博
物

館
等
を
建
設
し
た
り
、
体
験
農
業
等

を
セ
ッ
ト
し
て
現
在
、
村
内
に
点
と

し
て
あ
る
も
の
を
面
と
し
て
活
用
し

て
い
く
こ
と
や
自
然
観
察
グ
ル
ー
プ

ヘ
の
援
助
と
か
育
成
の
今
後
の
取
組

み
は
つ
い
て
伺
い
た
い
。

三
、
農
業
と
観
光
の
中
里
村
と
対
外

的
に
申
し
上
げ
て
い
る
が
こ
の
政
策

の
ア
ピ
ー
ル
、
報
告
す
る
方
法
と
し

て
コ
ン
ピ
ュ
｝
タ
ー
の
イ
ン
タ
導
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺

い
た
い
。

村
長
一
、
村
内
の
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
、

人
口
の
定
住
化
と
い
う
こ
と
で
住
宅

問
題
が
出
て
く
る
。
議
会
で
も
早
期

に
取
り
組
め
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
民
間
の
活
力
を
頂
き
な
が

ら
進
め
て
い
か
れ
な
い
も
の
か
ど
う

か
具
体
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
今
後
、

住
宅
を
希
望
し
て
い
る
の
か
ど
う
か

実
態
調
査
を
す
る
つ
も
り
で
す
。

二
、
流
通
人
口
の
増
加
と
い
う
こ
と

で
す
が
現
在
、
交
流
に
力
を
い
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
合
宿
所
的
な
も

の
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

三
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
構
想
に
つ
い

て
具
体
的
に
動
い
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
集
中
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
利

用
し
て
P
R
出
来
な
い
も
の
か
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

C
議
員

一
、
山
崎
バ
ス
待
合
所
の
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
公
衆
ト
イ
レ
が
撤
去
さ
れ
た

が
早
く
ト
イ
レ
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
巻
。
速
や
か

に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
を
考
え
て
も

ら
い
た
い
◎

二
、
倉
俣
診
療
所
の
医
師
探
し
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
平

成
8
年
の
4
月
に
は
医
師
を
確
保
し

て
開
設
さ
れ
る
と
い
う
朗
報
が
な
い

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

響
　

難
鯉

村
長一
、
山
崎
バ
ス
待
合
所
の
公
衆
ト
イ

レ
の
件
で
す
が
あ
の
地
域
の
道
路
の

整
備
、
下
水
道
の
整
備
が
出
き
た
段

階
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
作
る
の
で
あ

れ
ば
近
代
的
な
も
の
に
し
て
い
き
た

い
。二
、
倉
俣
診
療
所
の
医
師
に
つ
い
て

は
特
定
の
人
と
話
し
を
し
、
本
人
の

返
事
待
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私

ど
も
も
確
保
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
。
医
師
の
問
題
に
つ
い
て
は
倉
俣

診
療
所
の
み
で
は
な
く
特
養
施
設
も

含
め
村
全
体
と
し
て
の
考
え
も
あ
る
。

最
悪
の
場
合
に
は
新
潟
大
学
医
学
部

の
教
室
で
対
応
す
る
考
え
を
持
っ
て

い
ま
す
。

D
議
員

一
、
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル
が
開
設
さ
れ

た
場
合
の
大
型
バ
ス
専
用
駐
車
場
が

必
要
で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
時
に
闘
に

あ
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
恥
と
思
う

溺
行
政
側
と
し
て
ど
の
様
に
進
ん
で

い
る
か
伺
恥
ま
す
。

　
ま
た
、
溝
津
峡
渓
谷
歩
道
ト
ン
ネ

ル
作
業
坑
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
、

伺
い
ま
す
。

村
長
　
大
型
観
光
バ
ス
駐
車
場
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
葎
沢
に
一
、
五
〇
〇
㎡

の
駐
車
場
と
い
う
こ
と
で
交
渉
を
や

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
完
成
前
ま

で
に
は
大
型
バ
ス
が
と
め
ら
れ
る
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
を
行
い
た
い
考
え
で

す
。
渓
谷
歩
道
ト
ン
ネ
ル
の
作
業
坑

は
完
成
と
同
時
に
閉
鎖
す
る
考
え
で

い
ま
す
。
な
お
、
管
理
棟
を
設
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
一
部
利
用
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
。

E
議
員

一
、
行
政
改
革
に
つ
い
て
、
住
民
の

た
め
の
行
政
で
す
か
ら
す
ば
や
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
◎
F
ど
の
様

に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
お
聞
き

し
た
い
。
可
能
な
限
り
の
行
政
組
織

の
簡
素
化
、
機
構
の
見
直
し
、
点
検
、

公
平
さ
、
適
正
な
事
業
運
営
、
更
に

民
問
に
委
託
で
き
る
も
の
は
民
間
の

活
力
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
良

い
と
思
う
が
伺
い
た
い
。



ぐ

二
、
宮
中
島
温
泉
の
ア
ク
セ
ス
道
に

つ
恥
て
、
二
七
号
か
ら
の
道
が
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
緊
急
的
に
整
備
改

良
す
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
た

い
。
県
道
は
改
良
整
備
が
計
画
さ
れ

て
恥
ま
す
が
こ
の
考
え
に
つ
い
て
も

伺
い
た
恥
。
更
に
本
格
的
な
路
線
と

し
て
一
一
七
号
と
三
五
三
号
が
交
差

す
る
山
崎
、
田
中
、
千
溝
、
小
原
に

抜
け
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
考
え
を
伺

鱒
た
麟
。

村
長一
、
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
基
本

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
行
政
内
部

に
お
い
て
ス
リ
ム
に
し
て
そ
の
反
面

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
く

施
策
が
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
改

革
を
す
る
に
あ
た
り
数
名
の
住
民
の

皆
様
よ
り
組
織
に
入
っ
て
い
た
だ
き

行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
改
革
は
一
年

で
出
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
今
後
、
民
問
活
力
の
導
入
や
活
発

な
意
見
を
お
聞
き
し
、
行
政
と
一
体

と
な
っ
て
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
し

た
い
。

二
、
ア
ク
セ
ス
道
に
つ
い
て
で
す
が

部
分
改
良
を
含
め
て
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
田
屋
さ
ん
か

ら
入
る
道
路
に
は
側
溝
に
蓋
を
か
け

て
利
用
す
る
考
え
で
い
ま
す
。
十
日

町
か
ら
入
る
県
道
で
す
が
貝
野
地
域

の
拡
幅
が
最
優
先
と
思
い
ま
す
の
で

貝
野
地
域
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
よ

り
進
め
て
い
き
た
い
。
三
五
三
号
か

ら
田
中
、
干
溝
、
小
原
に
向
か
う
道

路
を
国
県
に
協
力
に
要
望
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

露
議
員

心
、
鱒
¢
め
閾
題
臓
つ
麟
て
中
里
村

で
も
大
な
り
小
な
幾
あ
っ
た
と
思
㎏

謙
す
》
、
こ
れ
か
ら
も
無
騨
と
恥
う

補
償
は
あ
姿
震
せ
ん
。
具
体
的
姦
方

針
を
打
ち
出
し
、
生
徒
と
の
接
触
を

し
、
保
護
蕃
や
行
政
が
真
剣
騰
取
嚇

組
諜
嶽
げ
れ
ば
嶽
ら
な
騨
。
中
里
柑

は
鰍
策
に
つ
協
て
ど
の
よ
う
に
森
ス

の
ぞ
ん
で
騨
る
の
か
伺
麟
ま
す
。

教
育
長

　
中
里
村
に
お
い
て
も
あ
り
ま
す
し
、

か
つ
て
も
あ
り
ま
し
た
。
い
じ
め
に

つ
い
て
は
学
校
全
体
で
当
っ
て
下
さ

い
。
家
庭
と
の
密
接
な
連
絡
を
と
っ

て
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
注
意

し
て
も
ら
い
た
い
と
校
長
等
に
話
を

し
て
あ
り
ま
す
。

　
対
策
は
万
全
か
と
い
う
と
む
ず
か

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
出
来
る
か

ぎ
り
の
こ
と
は
い
た
し
ま
す
。
地
域

社
会
は
も
ち
ろ
ん
、
村
、
地
域
全
体

の
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
村
全
体
が
い
じ
め
と
い
う
も
の

は
嫌
う
と
い
う
村
民
と
な
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
対
策
は
、
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
こ
れ
か
ら
で
す
が
生
徒
、

先
生
、
父
兄
、
行
政
が
時
を
と
ら
え

て
意
見
交
換
し
た
り
対
策
を
と
ら
え

て
こ
の
様
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

　
い
じ
め
に
つ
い
て
、
1
1
月
、
30
日
現

在
、
小
学
校
で
二
件
で
す
べ
て
対
応

済
み
、
中
学
校
七
件
の
内
、
五
件
は

対
応
済
み
、
継
続
が
二
件
で
す
。
小

学
校
の
内
容
と
し
て
は
あ
だ
な
を
呼

ば
れ
て
い
る
。
プ
ー
ル
の
中
で
ふ
ざ

け
て
埋
め
た
と
か
、
沈
め
た
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学
校
は
男

三
件
、
女
四
件
、
内
容
は
悪
口
、
仲

問
は
ず
れ
で
す
。
継
続
中
の
も
の
は

男
一
件
で
仲
間
で
悪
口
、
仲
間
は
ず

れ
し
て
い
る
。
さ
れ
る
と
仕
返
し
等

が
あ
る
み
た
い
で
あ
る
。
も
う
一
件

は
女
子
生
徒
が
男
子
生
徒
か
ら
悪
口

を
継
続
的
に
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

G
議
員

｝
、
減
反
問
題
の
対
応
に
つ
い
て
、

国
の
方
針
に
従
っ
て
受
け
入
れ
、
集

落
や
農
家
に
強
要
す
る
の
か
そ
れ
と

も
お
し
つ
け
で
は
な
い
手
上
げ
方
式

に
す
る
の
か
減
反
に
対
す
る
方
針
を

伺
恥
ま
す
。

二
、
溝
津
峡
地
区
の
簡
易
水
道
に
つ

恥
て
、
溝
津
峡
地
区
は
わ
き
水
等
を

利
溺
し
、
水
不
足
や
完
全
な
水
質
検

査
の
懸
恥
ま
ま
今
圏
に
至
っ
て
ま
す
。

　
睡
隼
ヘ
サ
諏
プ
ー
タ
ー
に
よ
る
探

査
と
今
隼
も
現
地
踏
査
を
行
っ
て
い

る
ご
と
は
評
価
騨
た
し
ま
す
が
、
こ

の
大
き
薮
課
題
に
つ
恥
て
来
年
度
に

薗
け
て
何
を
ど
う
す
る
の
か
具
体
的

に
飼
恥
諜
す
、

籔
、
農
業
醗
徳
標
準
の
等
級
設
定
に

つ
撚
《
驚
誘
が
、
緯
長
権
限
望
あ
る

鞍
疹
ば
等
級
そ
の
も
の
の
高
冷
地
見

直
鞍
を
行
う
、
標
準
に
つ
騨
て
も
実

構
を
税
務
署
腱
土
げ
て
恥
く
。
収
量

は
と
も
が
く
、
と
も
す
れ
ば
晶
質
が

悪
く
売
の
物
に
塗
ら
薮
騨
と
聞
鱒
て

鱒
る
。
所
籍
嬢
無
く
と
も
標
準
額
懸

謙
算
さ
れ
る
と
矛
屠
が
生
ず
る
。

村
長一
、
減
反
問
題
に
つ
い
て
で
す
が
、

お
手
上
げ
方
式
か
、
強
要
か
と
い
う

こ
と
で
す
が
中
里
村
の
割
当
は
今
の

と
こ
ろ
判
り
ま
せ
ん
。
2
6
日
に
市
長

村
長
会
議
が
あ
り
ま
す
。
私
と
し
て

は
納
得
い
か
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
抗

議
す
る
考
え
で
い
ま
す
。
他
の
町
村

と
比
較
し
て
や
む
を
得
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
村
の
事
業
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
た
め
に
も
農
家
の
皆

様
に
ひ
た
す
ら
お
願
い
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
い
ま
す
。

二
、
清
津
峡
地
区
の
簡
易
水
道
建
設

に
つ
い
て
は
、
地
域
全
体
を
探
査
し

ま
し
た
ら
温
泉
影
響
地
域
で
し
た
。

今
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い
か
検

討
中
で
す
。
渓
谷
歩
道
ト
ン
ネ
ル
の

掘
削
で
水
も
で
ま
し
た
。
水
量
と
し

て
は
地
区
の
三
分
の
一
、
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
の
水
量
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い

る
水
を
含
め
て
需
給
に
満
た
せ
る
の

が
あ
る
の
か
来
年
に
調
査
し
て
い
く

考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
に
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

三
、
農
業
所
得
標
準
の
等
級
設
定
に

つ
い
て
、
中
里
村
で
は
九
等
級
に
分
，

け
ら
れ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
高
冷

地
補
正
が
こ
の
中
で
で
き
る
の
か
ど

う
か
で
す
が
、
こ
れ
は
で
き
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
現
行
法
上
、
枠
が
あ

り
、
特
定
な
と
こ
で
減
額
し
た
場
合

は
減
額
し
た
分
何
処
か
に
加
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
不
公
平
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が

平成8年り月10日広報なかさと7



実
際
は
標
準
で
や
っ
た
方
が
と
く
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

同
議
員

輔
、
地
域
高
規
絡
遵
路
羅
つ
輪
獲
．

松
代
か
ら
南
魚
獲
つ
協
鷲
の
調
甕
を

県
が
行
う
と
の
状
況
懸
す
輝
関
心
の

高
い
ル
ー
ト
に
つ
鱒
癒
提
案
毬
艶
鱒

と
思
っ
て
恥
ま
す
。
地
発
懸
何
も
群

な
砕
で
ゆ
が
め
蟻
れ
驚
ル
董
難
磁
嶽

っ
て
は
逆
の
効
果
に
糠
る
と
懸
滋
輝

関
係
市
町
村
で
黛
分
鞍
検
討
を
じ
羅

も
ら
恥
た
輪
と
思
鱒
諜
す
。
景
観
的

に
も
適
地
が
あ
旗
謙
す
私
鞍
婆
磁
引

い
た
資
料
を
参
考
に
じ
て
も
径
聯
だ

恥
。
妻
有
郷
発
展
の
た
め
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
嶺
と
思
恥
ま
す
の
ぞ

関
係
市
町
村
に
働
き
か
け
て
ほ
し
恥
。

二
、
山
崎
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
協
て
は
、

国
道
改
良
と
一
体
の
整
備
と
の
こ
と

で
す
が
適
地
瀞
あ
る
と
思
う
ユ
ー
モ

ー
ル
の
上
に
三
角
地
が
あ
り
ま
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
γ

ご
く
適
地
と
思
う
が
周
ゆ
に
迷
惑
の

か
か
ら
な
い
よ
う
な
近
代
的
な
も
の

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

村
長一
、
高
規
格
道
路
の
ル
ー
ト
に
つ
い

て
で
す
が
、
松
代
の
池
尻
か
ら
南
魚

の
問
が
調
査
路
線
に
組
み
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
平
成
8
年
度
に
調
査

路
線
と
し
て
認
定
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ル
ー
ト
の

問
題
で
す
が
道
路
と
し
て
十
分
な
機

能
が
果
た
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
何
処
に
通
る

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
路
線
が
設
定

さ
れ
た
場
合
ア
ク
セ
ス
の
整
備
が
大

事
で
何
処
に
イ
ン
タ
ー
が
出
き
る
の

か
そ
の
道
路
の
機
能
が
果
た
さ
れ
る

ル
ー
ト
設
定
が
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

二
、
山
崎
の
公
衆
ト
イ
レ
の
件
で
す

が
適
地
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

H
議
員

一
、
溝
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
鷹
つ

恥
て
、
第
一
期
計
画
は
平
成
9
集
漆

ー
プ
ン
と
恥
う
こ
と
ぞ
演
が
そ
の
後

の
全
体
計
画
は
ど
の
様
に
進
捗
し
認

碕
る
の
が
ど
う
か
、
ま
た
、
許
認
可

村
長一
、
清
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
つ

い
て
、
第
一
期
工
事
に
着
手
し
、
リ

フ
ト
ニ
基
、
コ
ー
ス
五
本
、
日
帰
り

セ
ン
タ
ー
が
平
成
9
年
　
月
に
は
営

業
を
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
問
題
は
そ
の
後
の
全
体
計
画
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
で
す
が
、
そ

の
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
清
津
観
光
が
や
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
、
特
に

計
画
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も

な
い
の
で
豊
里
、
東
田
沢
に
つ
い
て

説
明
を
行
わ
な
か
っ
た
そ
れ
ら
詳
細

に
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
説
明
に
伺
い
ま
す
。
ま

ず
、
一
期
工
事
を
無
事
終
わ
ら
せ
て

皆
さ
ん
の
期
待
に
そ
え
る
よ
う
に
し

た
い
の
が
考
え
で
す
。

義
一
一
＝
口

会

構

成

　
　
◆
議
　
　
長
　
　
齋

　
　
◆
副
議
叢
　
　
池

網
総
務
建
設
常
任
委
貴
会
】

・
委
員
長

・
副
委
員
長

・
委
　
　
黛

・
委
　
　
員

・
委
　
　
員

桑脚樋書

喜
宗
一
郎

田
　
初
　
濾

原本口楽

久
保
田

【
産
業
経
済
常
任
委
貫
会
】

・
委
叢
長

・
副
委
藁
喪

●　　 ●　　 ●　　 ●

委委委委

ロ　 ロ　 ロ　 ロ

1貝貝翼貝
’

阿富吉村樋繭

【
社
会
文
教
常
任
委
員
会
】

・
委
員
長

・
副
委
員
長

●　　　○　　 ●　　 o

委委委委

に3　団　獄　 自

貝貝貝貝

山桑吉池樋鈴

部井楽幽日雲岸原楽周口木

之溝進韮周

治次六一量

建
一
郎

　
　
　
戊

　
　
　
章

幸
　
覇

長
太
郎

誠
三
郎

初善一弘

隆雄治三昭

角
太
郎

8
、



獅
欝匿

饗
講
繹
蘇
コ
ン
サ
ー
ト
が
皿
月
負
ユ
ー
モ
ー
ル
懸

　
　
デ
ュ
オ
．
コ
ン
サ
ー
－
に
は
約
一
五
・
人
の
観
客
が
つ
め
か
け
、
す
ば
灘

　
ら
し
い
歌
声
や
音
色
に
う
っ
と
り
と
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
中
で
も
「
み
ん
な
で
う
た
お
う
」
と
題
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
♪
ジ
ン
灘

　
グ
ル
ベ
ル
♪
を
観
客
と
コ
ー
ル
な
か
さ
と
、
中
里
コ
ン
サ
1
ト
協
会
の
み
灘

　
な
さ
ん
が
心
を
一
つ
に
し
て
合
唱
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
鱗

　
の
最
後
に
は
ハ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
が
出
て
来
る
な
ど
、

　
ユ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊

今ジングルベルを全員で合唱

》
混
声
合
唱

　
コ
ー
ル
な
か
さ
と

　
・
白
い
ブ
ラ
ン
コ

　
・
想
い
出
が
い
っ
ぱ
い

く混声合唱

ハメハメハ大王登場

房，

▲フルートアンサンブル▲オカリナアンサンブル
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部門で入賞・入選4名選ばれる芸術祭文芸県民

○
編
の
中
、
入
賞
、
入
選
は
＝
二
五
編
）
に
お
い
て
村
内
の

れ
た
方
の
氏
名
、
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
■
、
『

　
平
成
7
年
度
の
県
民
芸
術
祭
文
芸
部
門
（
応
募
総
数
四
八
藝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

四
名
の
方
が
入
賞
・
入
選
を
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
・
入
選
さ
灘
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
罧

・
入
賞
（
奨
励
賞
）
　
杉
本
　
ミ
サ

　
　
　
　
母
　
の
　
死

意
識
な
き
母
に
よ
り
添
ひ
入
念
に
死
出
の
旅
す
る
爪
き
り
て
や
る

飢
餓
の
時
代
を
育
て
し
子
ら
に
見
守
ら
れ
母
は
静
か
に
息
ひ
き
と
り
ぬ

帰
り
た
き
故
郷
へ
つ
ひ
に
帰
る
な
く
母
は
逝
き
た
り
遠
き
彼
岸
へ

年
老
い
て
住
み
た
る
街
に
な
じ
め
ず
に
み
ま
か
り
て
今
帰
る
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
わ

夢
に
み
し
故
郷
は
白
き
雪
の
下
永
遠
に
眠
れ
よ
大
祖
父
の
地
に

・
入
選
（
小
海
選
）
　
廣
田
　
ま
つ

　
　
　
　
佐
　
渡
　
の
　
旅

若
布
売
る
海
女
の
頭
巾
の
白
く
映
え
朝
の
波
止
場
に
活
気
あ
ふ
る
る

か
ん
ぞ
う

萱
草
は
丘
一
面
を
黄
に
埋
め
て
流
人
の
島
に
華
や
ぎ
を
添
ふ

親
を
恋
ひ
海
風
に
巽
く
風
車
賓
の
河
原
に
岩
百
合
紅
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ま

地
の
底
に
い
の
ち
果
て
た
る
男
ら
の
無
念
は
低
く
金
山
に
こ
も
れ
る

猫
を
抱
く
き
姐
の
口
調
あ
た
た
か
く
し
み
じ
み
と
聴
く
民
謡
夕
鶴

・
入
選
（
小
海
選
）
　
滝
沢
　
ノ
ブ

　
　
　
　
　
　
い
と
ほ

　
　
　
　
秋
　
愛
　
し
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ほ

う
た
を
詠
む
背
に
鈴
虫
の
音
色
澄
み
更
け
ゆ
く
秋
の
刻
愛
し
む

　
　
　
せ
い

高
原
に
背
高
々
と
き
れ
ん
草
名
を
教
は
り
し
師
の
影
顕
つ

深
み
ゆ
く
秋
に
真
紅
を
燃
え
立
た
す
長
き
命
の
サ
ル
ビ
ア
愛
す

携
へ
て
六
十
路
に
入
り
ぬ
中
秋
の
澄
み
わ
た
る
月
夫
愛
で
つ
つ

中
天
を
満
月
静
か
に
渡
ゆ
く
万
象
の
影
青
く
眠
ら
せ

・
入
賞
（
奨
励
賞
）
　
高
橋
　
ケ
サ

万
緑
へ
粗
き
カ
ン
ナ
の
屑
飛
ば
す

蝉
時
雨
吃
り
水
注
し
煮
る
小
豆

蟻
の
引
く
力
見
て
居
る
石
の
貌

雲
の
峰
少
年
膝
に
穴
あ
け
て

ふ
く
ら
は
ぎ
目
覚
め
て
居
り
ぬ
蛇
苺

貝
野
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
大
会
出
場
，
●

　
貝
野
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
は
1
2
月

3
日
に
行
わ
れ
た
新
潟
県
リ
コ
ー
ダ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
、
重
奏
、

合
奏
で
み
ご
と
金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
8
年
3
月

29

日
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

い
た
し
ま
す
。
貝
野
小
学
校
リ
コ
ー

ダ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
重
奏
が
8

年
連
続
、
合
奏
が
7
回
と
全
国
大
会

に
出
場
し
て
お
り
、
昨
年
の
全
国
大

会
で
は
重
奏
、
合
奏
の
ダ
ブ
ル
金
賞

を
受
賞
す
る
と
自
ら
成
し
遂
げ
た
快

挙
を
さ
ら
に
ぬ
り
替
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
快
挙
に
向
け
児
童
は
、

猛
練
習
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

でカ
ん
ば
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

♂

へ・〆、（
　乞｝》6

　‘＼一｛

曳

沖
縄
県
仲
里
村
の
家
族
年
末
に
来
村
！

　
年
末
の
3
0
日
に
仲
里
村
の
家
族
一

行
二
十
八
名
の
み
な
さ
ん
が
当
村
を

訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
2
8
日
か
ら

31

日
の
日
程
で
家
族
旅
行
を
行
っ
た

も
の
で
そ
の
中
に
当
村
で
の
ス
キ
ー

を
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
雪
の
降

り
し
き
る
3
0
日
の
午
後
4
時
3
0
分

頃
、
一
行
が
林
屋
旅
館
に
到
着
、
当

村
の
樋
口
収
入
役
を
は
じ
め
、
関
係

課
長
等
が
歓
迎
の
出
迎
へ
を
行
い
ま

し
た
。

　
翌
31
日
は
、
清
津
ス
キ
ー
場
で
晴

天
の
中
、
友
好
の
翼
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
た
当
村
の
家
族
の
方
々
と
ス

キ
ー
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
仲
里
村
の
皆
さ
ん
は
、
吹
雪
の
体

験
も
出
来
ま
し
た
し
、
晴
天
の
中
で

ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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男＝3，245人女＝3，357人

　
平
成
7
年
m
月
1
日
現
在
で

行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
は
、
皆

さ
ん
か
ら
こ
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
こ
ぎ
い
ま
し
た
。

　
平
成
7
年
国
勢
調
査
の
結
果

（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　　　国民年奪Q＆A
　　Q20歳から憩年闇会社勤めをした後、脱サラしました。国

　　　　へ　　民年金はあま鱗期待じ審も・ないので．保険料を納めていま

せん。その分個火年金で賄おうと思うのですが…一。

盛
　　　2⑪歳以墨60歳未満の火はすべて国民隼金匿加入しなけれぼ

　　　なり象量んので、必ず手続きをしてくだ毒い。求た、あな

だの場合、末加入延保険料の滞納期闘と嶽ります）の状態が長輪

闘続く葱．蓋齢爆生隼金の受絵資格期闘も満艶懸嶽く塗り、せっ

がく麹隼闇かけだ漂生集金も麹躍になってし齢懸す。なお国民

隼金は鰯太隼金とちが麟将来受醗取る年金額の価値鑓下溝らな雛

よう、完金自動物樋スラ鱗獄制がとられて恥ます。

歳0
▼
6墜3鵯2

厚生年金 滞納 納付 滞納 納付

※禦蛋難金茄入期闘鰹團鶴緯金の保険料納轡済期闘が

　奮算琶驚25隼以鑑護熱耀i、ゼちらか勝も鐸金ぽ糞給

　されな騨。

【
村
の
人
ロ
】

　
中
里
村
の
人
口
は
六
、
六
〇
二
人

（
男
三
、
二
四
五
人
、
女
三
、
三
五

七
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
回
、
平
成
2
年
の
国
勢
調
査
と

比
べ
る
と
、
一
六
三
人
（
二
・
四
％
）

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
6
0
年
か
ら
平
成
2
年
の
減
少

率
は
○
・
八
％
で
あ
り
、
減
少
率
が

増
え
た
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

国勢調査による人ロ等の推移

【
村
の
世
帯
数
】

　
村
の
世
帯
数
は
、
一
、
六
四
九
世

帯
で
前
回
の
平
成
2
年
に
比
べ
て
四

九
世
帯
（
二
・
九
％
）
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
6
0
年
と
平
成
2
年
を
比
べ
る

と
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
五

二
世
帯
の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
他
市
町
村
か
ら
の
建
設
従
業

者
に
よ
る
一
時
的
な
単
身
世
帯
が
増

昭鵜
　舗集

昭鵜
　翻集

昭翻
　5⑧隼

昭翻
　騒隼

昭鵜
　窃◎隼

票成

　2隼
平成

　7年

’
繊 帯数 1，672 1，705 1，679 1，683 1，646 1，698 1，649

火
　
・
　
麟

総戴照 9，863 8，341 7，127 7，057 6，821 6，765 6，602

繋 4，824 4，064 3，479 3，469 3，341 3，368 3，245

、女 5，039 4，277 3，648 3，588 3，480 3，397 3，357

国勢調査で見た村の人ロ

え
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　
次
に
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
人
口

で
は
、
平
成
7
年
が
四
・
○
○
人
、

平
成
2
年
が
三
・
九
八
人
、
昭
和
6
0

年
が
四
二
四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力

　
　
あ
り
石
ヤ
う

　
　
　
ご
で
・
“
ま
ー
わ
、
。

一　　一　　一　　一　　一

一　　一　　一　　一　　一

一　　〇　　一　　り　　顧

一　　一　　一　　一　　一

一　　一　　〇　　一　　一

一　　一　　一　　一　　一

一　　〇　　一　　一　　一

〇　　一　　一　　一　　一

一　　一　　〇　　曽　　一

瓢
撒

騨，一〇〇一一一一軸一一，一一一一一甲一一一一一一り一一一一一一一一一一一一〇一〇一一一一一一一一一一一願o一甲一一一一一一一一一甲一一〇一一一一一一一一一一一一一一一一一一〇一〇一一一一一一一・

o甲一一－一〇一一一一一一一一一一一一一一一り一騨一9り一一一一一一一一一一〇一一一一一一一〇〇一一〇，一〇一一〇〇〇〇一一一一一一一一一一一一一一〇一一一一一

一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一

一一〇一一一一一〇曽一，一一一一一一”6一一一一，oo一一一一一一一一一一噂層一一〇一一一一一一一一一■

一　　〇　　一　　一　　一　　甲　　一　　9　　一

一　一　　甲　　一　　一　　，　印　　o　一

一　一　一　　甲　　一　　一　一　　一　　一

一　一　一　一　　卿　　一　　甲　　一　　一

　一　　一　　一　　一　　一　　甲　　甲　　一

　軸　　一　　一　　噛　　卿　　o　　o　　一

　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　一

　層　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　〇

　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　甲　　甲　一　　一　　一

一　　一　　一　　一　　◎　　o　　－　　o

（人）
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

麹
霧

⑱　
出

歳
男

ん
妻
奨
猷
　
枝

＋
百
五
弘

ご
利
擁
雛
糠
響
い

　
　
　
　
　
難
麟
奨
励
金

　
村
で
は
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
等
学
校

以
上
の
学
校
入
学
者
の
皆
さ
ん
に
、

入
学
準
備
金
及
び
奨
励
金
の
貸
付
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
準
備
金
・
奨
励
金
と
も
無
利

息
で
、
し
か
も
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
期
間
に

お
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間

　
平
成
8
年
1
月
1
6
日
㈹
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
1
5
日
㈹

◆
資
　
　
格

　
村
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
村
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

◆
受
付
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
中
里
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
課

　
智
63
1
4
4
6
0
・
4
4
7
8

奨
を

う
　
も
と
の
る
中
て
棚

つ回
の
動
台
気
ま
元
ん
　
く

・奨学金貸付金（無利息）

な
て
床

ン
し
て

ビ
そ
し

レ
　
　
こ
す

　
す
り
ま

ビ
ま
ま
　
　
代
て

　
て
ブ
し

時
し
y
り

　
り
モ
た

と
だ
を
し

　
ま
　
つ
　
く
す

　
な
ま

　
嫌
で

　
好
遊

　
ま
よ

す
ん
て

う
奨
食

よ

区　　分 貸付金月額 貸付金期間 据置期間 返済期間

高等学校 10，000円

貸付開始の月から

正規の修業期問が

終了するまで

6ケ月

貸付期間内の

1．5倍に相当

する期間内

高等専門学校

専修学校
20，000円

大　　　　学 30，000円

　息利無（金付貸備準学汰働
轟
懸
．
灘
灘
．

高
等
裳
隷
教
織
響
！

　
働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
定
時
制
・
通
信

制
課
程
の
生
徒
を
次
に
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
募
集
し
て
い
る
学
校

区　　分 貸付金月額 据置期間 返済期闘

高等学校 200，000円

1年間 40ケ月以内
腐等専門学校

専修学校
300，000円

大　　　　学 400，000円

市市　　　　高柏十六小小三栃長長五新西船
立立　　　　田　　　　　　　　　　　　岡　　　　発新
　　　　　　日　日　　千　　　　　　岡明高　　　　南　　　　　　　　　　　　工　　　　田発

鏡志午午城崎町町出谷条尾業西泉南田江

学
校

学
科

一三一一一　　　一一一一一一一一一一一一一
学募
級集

　一四二四三三　　四四四四四四四四四四四四四
〇〇〇五五　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

定募
員集

◆
通
信
制
課
程

学
　
　
校
学
科

新
　
　
潟
　
普
通

高
田
南
城
　
普
通

◆
応
募
資
格

・
平
成
8
年
3
月
に
中
学
校
も
し

く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
の
者

・
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず

る
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等

　
　
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

　
　
れ
る
者

◆
願
書
の
提
出

　
　
次
の
期
間
に
応
募
す
る
学
校
へ

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
定
時
制
課
程

　
　
2
月
5
日
㈲
～
2
月
9
日
㈹

　
　
正
午
ま
で

　
・
通
信
制
課
程

　
　
2
月
1
9
日
㈲
～
4
月
5
日
㈹

　
　
午
後
4
時
ま
で

◆
学
力
検
査

　
・
定
時
制
課
程

　
　
3
月
1
1
日
㈲

　
　
　
国
語
、
社
会
、
教
学
、
理
科
、

　
　
英
語
の
5
教
科
に
つ
い
て
全
日

　
　
制
と
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
た
だ
し
、
高
田
南
城
高
等
学

　
　
校
に
つ
い
て
は
、
国
語
、
数
学
、

　
　
英
語
の
3
教
科
と
し
、
ほ
か
に

　
　
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

　
・
通
信
制
課
程

　
　
　
実
施
し
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
・
出
願
手
続

　
　
　
出
身
中
学
校

　
・
学
習
内
容
等

　
　
　
出
願
す
る
高
等
学
校

　
・
そ
の
他

　
　
　
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課

　
姪
0
2
5
1
2
8
5
i
5
5
2
2

　
　
（
内
線
3
8
8
1
～
3
8
8
3
）
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繕鎚 馨
灘
出
生
騨

懸

難
蘂

鱗｛石頑享｝如来寺

藤｛柳蕪｝本屋敷

徽｛井ノ川茜、肇｝田中

微｛井ン川み簿き｝如来寺

｛斎喜　
透

風間久美

｛服部　
基

明星由夏理

嶽
倉　俣
津南町

如来寺
上越市

幽
　
．

富井正治（82）如来寺

清瀧勝蔵（73）荒屋
桑原シズエ（73）西方
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

　
年
金
受
給
者
の
方
や
サ
一
フ
リ
ー
マ

ン
で
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

の
た
め
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
還

付
説
明
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。
確
定
申
告
期
間
中
は
、
各
相
談

会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
是
非

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
に
お
出
か
け
の
際
は

左
記
の
書
類
を
必
ず
ご
持
参
の
う
え
、

説
明
会
方
式
で
実
施
し
ま
す
の
で
開

始
時
間
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

◆
目
時

　
　
2
月
7
日
㈱

　
　
・
午
前
1
0
時
か
ら

　
　
・
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
二
回

◆
会
場
　
中
里
村
役
場

◆
持
参
す
る
書
類

　
［
共
　
通
」

①
印
鑑
②
筆
記
用
具
③
計
算
器
等

④
預
貯
金
の
口
座
番
号

　
［
年
金
受
給
者
の
方
］

　
①
年
金
の
源
泉
徴
収
票

②
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
場
合

　
　
は
、
そ
の
所
得
金
額
の
わ
か
る

　
　
書
類

②
各
種
保
険
料
控
除
証
明
書

　
［
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
］

①
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

　
②
医
療
費
の
領
収
書
・
証
明
書

　
詳
し
く
は
、
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
2
月
B
日
㈹
か
ら
2
月
1
5
日
㈱
ま

で
の
間
、
税
理
士
事
務
所
に
お
い
て

少
額
な
還
付
申
告
相
談
及
び
申
告
書

の
作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
の
で
、

鐵灘羅灘灘醸灘
　　欝獲i醗灘叢議i簗

●交通事故件数　　　27件

●死　者

●傷　者

O人

34人
●死亡事故ゼロ　4，144日

最
寄
り
の
税
理
±
事
務
所
へ
事
前
に

電
話
連
絡
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
関
東
信
越
税
理
士
会

十
日
町
支
部
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
、
雪
お
ろ
し
の
時
に
電
線
を
投
げ

　
　
当
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

二
、
変
圧
器
や
電
線
に
触
れ
ま
す
と

11月・12月の入札結果
、妻鑑　　　蕪．　叢 場羅、 鑑事費 諸叢業灘 鑑事期間
公共下水道汚水管渠新設工事（23区） 小　原 20，085，000円 星野・南雲特定共同企業体 H7．11．9～H8．2　．26

公共下水道路面本復旧工事 通り山 5，150，000円 中野建設工業株式会社 H7　．11．9～H8．3　．31

公共下水道管渠実施設計委託 芋　沢 6，180，000円 株式会社十日町測量 H7．11．21～H8．3．19

公共下水道管渠実施設計委託 芋　沢 3，399，000円 株式会社十日町測量 H7．11．27～H8．3　．19

公共下水道管渠実施設計委託 芋　川 8，858，000円 中日本建設コンサルタント㈱ H7　．11．21～H8．3．19

公共下水道管渠実施設計委託 芋　川 4，532，000円 中日本建設コンサルタント㈱ H7．11．27～H8．3．19

中央地区簡易水道配水管布設替（17工区） 如来寺 7，210，000円 大隆建設株式会社 H7．11．9～H8．2　．26

中央地区簡易水道配水管布設替（18工区） 如来寺 3，965，500円 有限会社樋口水道 H7．11．9～H8．2　．6

中央地区簡易水道配水管布設替（19工区） 如来寺 6，489，000円 株式会社鈴木土建 H7．11．9～H8．2　．26

中央地区簡易水道配水管布設替（20工区） 如来寺 4，017，000円 中里水道工．業有限会社 H7　．11．9～H8．2　．26

村道干溝市之越線改良工事 市之越 43，260，000円 大村建設株式会社 H7　．11．16～H8．3．31

村道倉下土倉線舗装工事 土倉 8，137，000円 上越舗道株式会社 H7．11．16～H8．1．24

原　　町　　温　　泉　　掘　　削 原　町 68，958，500円 株式会社中由商会 H7．11．17～H8．3．31

工事期間中、ご迷惑をおかけいたします。

　
感
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す
る
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り
ま
す
の
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、
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近
で
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る
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．
十
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に
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線
が
切
れ
て
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に
落
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い
て
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絶
対
に
触
ら
な
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で

　
く
だ
さ
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。
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　1月10目～1月26日

カレンタ“一

10ωO

11休） 乳児健診　合保健センター
013：00～13：30

12樹

妊婦検診・母親学級　合上村病院産婦人科
（…）13：00～13：30

心配ごと相談（藤田義一）合デイサービス

センター　（D13：30～16：00

13ω

14（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール

（⊃11100～11：50

15（月）

16㈹
遊びの教室　合総合センター

09：00～10：00受付

17㈱

18休）

19働
心配ごと相談（山田虎一）　合デイサービス

センター　（D13：30～16：00

20（土）

21（日）
スキー教室　合上越国際清津スキー場

ドーム中里き☆ら○ら投影　倉ユーモール

（D11：00～11：50

22（月）

23㈹

24ωO

25休）

26働

心配ごと相談（村山篤稔）　合デイサービス、

センター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

㊤13：30～16：00

※変纂繋雛鎌鎌毒鯵懸総薩．御襯尋騒際縁濃認巻i

　　　　　　　おi鞠i灘難懸鍵態雛◎

あらためて地震に備える
　“いざ”というときのために

大地震が起こったときに備え、

ふだんから家族で次のことを話

し合っておきましょう。①家の

中でどこが一番安全か②幼児や

お年寄りの避難はだれが責任を

もつか③避難場所、避難路はど

こか④避難するときだれが何を

持ち出すか⑤非常持ち出し袋は

どこに置くか⑥家族間の連絡方

法と最終的に落ち合う場所はど

こにするか

消火用具は使いやすいところに

置きます。消火用水として常に浴

槽には水をはっておくこともお忘

れなく。非常持ち出し品としては

救急箱、衣類、手袋、毛布、ヘル

メットまたは防災ずきん、携帯ラ

ジオ、食品（インスタントラーメ

ンなど）、水、缶切り、ライター、

ナイフ、懐中電灯、ロウソク、現

金、通帳、印鑑などを用意しまし

ょう◎

⑭大坪医院響鰯1

⑳中条病院響講
㊧第二藤巻医院糖8茜2躍

⑭庭野病院騨観1

㊧大島医院響舗1
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。
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．
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。
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い

・
ラ
　
　
）
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開
始
、
宮
中
島
温
泉

か
さ
と
」
の
完
成
、

歩
道
ト
ン
ネ
ル
の
完

、
国
道
一
一
七
号
清

成
な
ど
中
里
村
に
と

る
年
に
な
る
の
で
は

う
か
。
こ
の
年
を
皆

に
良
い
年
に
し
た
い

0

a
。

一
卑
に
も

⑧・．＾・
父亡

る
ね

薄 藍．ち

り・

　μ

』轡 繍
プナ　　スギ

　　を㌦』

　ノ
、　・　　　　　　　　　　、’

　　　　　　　　　　　（昭和60年7月25日制定）
N麟醗1、鰍を愛し美しい村をつくり鳳

　1　舳’脈一〆．ズ　1、健康で働き明るい村をつくります。

　　　　　　1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。
ヂ影　　　　　　　　1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

　ウグイス　　　　1、創意をこらし活力ある村をつくります。ユ　リ

12月末現在
（）は前月比

饗人ロ男3，334人（＋7）女3、337人（＋2）計6，671人（＋9）馨世帯数1，632（＋2）
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